
整理番号 ＨＴ27173 分野 医歯薬学 キーワード：プレパレーション 

 

名古屋市立大学 

 子どもの看護～看護体験を通して子どもへの支援を考えよう！～ 

先生（代表者） 山口 孝子（やまぐち たかこ） 看護学部・准教授 

 

自 己 紹 介  病院の検査室や処置室では、大きな声で泣き叫んだり、全身で

抵抗している子どもをよく目にします。そのような不安や恐怖が

いっぱいの子どもたちへ何か支援することはできないか、そのよ

うな思いをきっかけにプレパレーションの研究を始めました。ど

んなに小さな子どもにも困難を乗り越える力があります。子ども

の力を信じ、その力が発揮できるような看護とは何か？またひと

りの人間としての権利が守られるような看護とは何か？研究者

という立場から考え、悩み、活動しています。 

開催日時・ 

主な募集対象 
平成 27 年 8 月 17 日（月）9：40～16：00 

（対象） 
高校生 

（人数） 
20 名 

集合場所・時間 名古屋市立大学 桜山キャンパス 

看護学部棟 402 講義室 
（集合時間） 9：40 

開 催 会 場  

（集合場所）  

名古屋市立大学 桜山キャンパス 看護学部棟、名古屋市立大学病院 

住所：〒467－8601 名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄 1 

アクセスマップ：http://www.nagoya-cu.ac.jp/1480.htm 

内 容 

 看護師はどのような職業か知っている人も多いと思いますが、では私たち看護師は何を大切にして、

患者様に接しているか知っていますか？ひと言で説明するのは難しいですが、ひとつに医療における患

者様の権利を大切にし、その中で看護はどのような役割を担うことができるか日々考えています。当日

は、まず医療における患者の権利とは何か？看護の役割とは何か？について説明します。 

 今回は私の専門分野である子どもの看護において、まず入院や検査・処置を受ける子どもの心理につ

いて皆様と一緒に考えてみたいと思います。そして、子どもが検査や処置を乗り越えられるような関わり

（プレパレーション）について学んだ後、病院の看護師たちと一緒にその具体的看護について、ぜひ見学

や体験してみてください。 

スケジュール 

 9：40～10：00 受付（看護学部棟 402 講義室）、体調のチェック 

10：00～10：15 開講式（挨拶、オリエンテーション、科研費の説明） 

10：15～10：50 「医療における患者の権利と看護の役割」「プレパレーションとは？～その歴史と内容に 

          ついて～」講義 

10：50～11：00 休憩 

11：00～11：30 プレパレーションの実際とその効果について紹介 

11：30～12：30 ランチョンセミナー（ランチをしながら看護師や学生とフリーディスカッション）と病院へ移動  

12：30～14：30 子どもの療養環境（小児系病棟・外来、院内学級等）と看護体験（プレパレーション、ディ 

          ストラクション、治癒的な遊び） 

http://www.nagoya-cu.ac.jp/1480.htm


14：30～15：00 「日々の看護で大切にしていること」病棟看護師からのお話 

15：00～15：30 クッキータイム、学びの発表とまとめ、質疑応答 

15：30～16：00 修了式（アンケート記入、未来博士号授与） 

16：00         終了・解散 

持ち物 ハンドタオル、筆記用具 

特 記 事 項  

病院見学を実施しますので、体調チェックで感染性の症状がみられた場合、見学をお断りすることがあり

ます。その場合、学生との会話など別途対応いたしますが、体調管理には十分お気を付け下さい。ま

た、服装は動きやすく、少し汚れてもよいもの（靴は低いヒールのもの）でお越し下さい。昼食は高校生

の方には大学で用意いたしますが、付添いの方はございません。なお、参加にあたっては事前に保護者

の同意を得て、大学までの送迎は保護者の責任のもと実施して下さい。 

 

《お問い合わせ・お申し込み先》 

所 属 ・氏 名 ： 名古屋市立大学 事務局学術課 社会貢献係 「ひらめき担当」 

住 所 ： 名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄 1 

T E L 番 号 ： 052－853－8308 

F A X 番 号  ： 052－841－0261 

E - m a i l  ： kokaikoza@nagoya-cu.ac.jp 

申込締切日 ： 平成 27 年 7 月 29 日（水）必着 

 

 

《プログラムのテーマと関係する科研費》 

研究代表者 研究期間 研究種目 課題番号 研究課題名 

山口孝子 

H25 年

度～H28

年度 

基盤研究(C) 25463496 

幼児へのプレパレーションに対す

る促進要因と阻害要因から導いた

実践とその効果 

 

 

 

 
★この科研費について、さらに詳しく知りたい方は、下記をクリック！ 

http://kaken.nii.ac.jp/ 

※国立情報学研究所の科研費データベースへリンクします。 

mailto:kokaikoza@nagoya-cu.ac.jp
http://kaken.nii.ac.jp/

